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日
本
の
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市

別
一
人
あ
た
り
所
得
で
は
東
京
都
が
一

位
だ
が
、
韓
国
で
同
様
に
道
・
特
別

市
・
広
域
市
別
に
一
人
あ
た
り
所
得
を

み
る
と
一
位
は
ソ
ウ
ル
で
は
な
く
蔚
山

市
で
あ
る
。
人
口
一
〇
七
万
人
、
韓
国

南
東
部
の
臨
海
都
市
で
あ
る
蔚ウ
ル

山サ
ン

市
は

工
業
製
品
の
輸
出
に
よ
り
高
度
成
長
を

実
現
し
た
韓
国
を
象
徴
す
る
都
市
で
あ

る
。

●
日
本
人
資
本
家
の
都
市
開
発
計
画

　

二
〇
世
紀
前
半
の
蔚
山
は
、
港
の
あ

る
長
生
浦
が
捕
鯨
で
有
名
で
あ
る
以
外

は
典
型
的
な
農
業
地
域
で
あ
っ
た
。
蔚

山
に
お
け
る
工
業
都
市
建
設
を
最
初
に

構
想
し
た
の
は
、
植
民
地
期
末
期
の
日

本
人
資
本
家
で
あ
る
池
田
佐
忠
で
あ
っ

た
。
池
田
は
朝
鮮
総
督
府
の
認
可
を
得

て
港
湾
部
で
埋
め
立
て
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
と
と
も
に
、
蔚
山
港
と
山
口

県
油
谷
港
を
結
ぶ
「
第
二
関
釜
連
絡
船

計
画
」、
人
口
五
〇
万
人
規
模
の
「
蔚

山
工
業
都
市
計
画
」
を
相
次
い
で
作
成

し
た
。
日
中
戦
争
が
拡
大
す
る
な
か
で

池
田
は
蔚
山
を
拠
点
に
、
大
陸
へ
の
前

進
基
地
と
し
て
の
工
業
地
帯
の
育
成
と
、

本
土
と
大
陸
を
結
ぶ
第
二
輸
送
路
の
創

設
を
構
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
に
蔚
山
で
は
一
九
四
三
年
か
ら

土
地
造
成
と
工
場
建
設
、
お
よ
び
基
盤

施
設
の
整
備
が
開
始
さ
れ
た
。
一
九
四

四
年
に
朝
鮮
石
油
株
式
会
社
が
元
山
に

あ
る
工
場
施
設
の
一
部
疎
開
を
目
的
に

蔚
山
に
精
油
工
場
を
着
工
し
た
。
し
か

し
工
期
が
七
〇
％
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
終

戦
と
な
っ
て
工
事
は
中
断
し
た
。
同
工

場
は
ア
メ
リ
カ
軍
政
に
よ
り
接
収
さ
れ
、

一
九
四
九
年
の
大
韓
民
国
建
国
後
は
韓

国
政
府
に
移
管
さ
れ
て
完
工
が
目
指
さ

れ
た
が
、
資
金
不
足
等
に
よ
り
果
た
せ

な
か
っ
た
。
結
局
、
蔚
山
は
農
業
地
域

の
ま
ま
一
九
六
〇
年
代
を
迎
え
た
。

●
工
業
団
地
と
﹁
現
代
市
﹂

　

本
格
的
に
蔚
山
が
工
業
都
市
へ
と
変

貌
を
遂
げ
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の

が
、
一
九
六
一
年
五
月
の
朴
正
煕
に
よ

る
軍
事
政
権
の
成
立
で
あ
る
。
政
府
は

一
九
六
二
年
一
月
に
同
年
か
ら
始
ま
っ

た
経
済
開
発
五
カ
年
計
画
の
遂
行
の
た

め
に
蔚
山
を
特
定
工
業
地
区
に
指
定
し

て
、
植
民
地
期
に
池
田
佐
忠
が
埋
め
立

て
た
地
域
を
中
心
に
工
業
団
地
の
造
成

を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
一

九
六
二
年
六
月
に
蔚
山
郡
の
一
部
が
蔚

山
市
に
昇
格
し
た
。
蔚
山
工
業
団
地
の

最
初
の
大
型
工
場
が
旧
朝
鮮
石
油
工
場

建
設
地
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
大
韓
石

油
公
社
の
精
油
工
場
で
あ
る
。
日
産
三

万
五
〇
〇
〇
バ
レ
ル
規
模
で
韓
国
最
初

の
精
油
工
場
と
な
る
大
韓
石
油
公
社
蔚

山
工
場
は
一
九
六
五
年
四
月
か
ら
稼
働

を
開
始
し
た
。

　

第
二
次
経
済
五
カ
年
計
画
（
一
九
六

七
～
七
一
年
）
で
は
石
油
化
学
産
業
が

重
点
産
業
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
す
で
に

川
上
の
精
油
工
場
を
持
つ
蔚
山
が
石
油

化
学
工
業
団
地
の
建
設
地
に
選
定
さ
れ

　

蔚
山

―
韓
国
を
代
表
す
る
工
業
都
市
―

安
倍 

誠

た
。
蔚
山
石
油
化
学
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

は
一
九
七
二
年
一
〇
月
に
合
同
竣
工
式

が
お
こ
な
わ
れ
て
生
産
を
開
始
し
た
。

一
九
七
〇
年
代
後
半
に
は
蔚
山
工
業
団

地
の
南
に
位
置
す
る
蔚
山
郡
温
山
面
に

も
工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
、
石
油
化
学

関
連
や
非
鉄
金
属
関
係
の
工
場
が
相
次

い
で
建
設
さ
れ
た
。
一
九
九
五
年
一
月

に
、
温
山
面
（
現
在
は
温
山
邑
）
も
蔚

山
市
に
編
入
さ
れ
た
。

　

蔚
山
は
精
油
お
よ
び
石
油
化
学
工
業

団
地
と
と
と
も
に
、「
現
代
市
」
と
称

さ
れ
る
よ
う
に
現
代
グ
ル
ー
プ
の
城
下

町
と
い
う
性
格
が
強
い
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
。
現
代
グ
ル
ー
プ
創
業
者
の
鄭
周

永
は
自
動
車
産
業
へ
の
進
出
の
た
め
に

一
九
六
八
年
一
月
に
工
場
用
地
の
選
定

を
進
め
た
。
す
で
に
蔚
山
に
パ
ル
プ
工

場
建
設
の
た
め
に
埋
め
立
て
工
事
を
進

行
中
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
当
時
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
で
使
わ
れ
た
車
両
再
生
業

も
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
港

湾
が
す
で
に
整
備
さ
れ
て
い
た
蔚
山
で

の
工
場
建
設
を
決
め
た
と
さ
れ
る
。
現

代
自
動
車
は
同
年
一
一
月
に
は
蔚
山
工

場
の
稼
働
を
開
始
し
た
。
同
工
場
は
一

九
九
〇
年
ま
で
に
第
三
工
場
ま
で
建
設

し
、
年
産
一
〇
〇
万
台
と
世
界
有
数
の

生
産
能
力
を
有
す
る
に
至
っ
た
。

　

自
動
車
と
並
ぶ
蔚
山
に
お
け
る
代
表

的
な
現
代
グ
ル
ー
プ
の
工
場
は
造
船
で
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あ
る
。
朴
正
煕
大
統
領
は
現
代
グ
ル
ー

プ
の
鄭
周
永
に
対
し
て
造
船
業
へ
の
参

入
を
強
く
勧
め
た
。
海
外
視
察
等
を
通

じ
て
事
業
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
鄭
周

永
は
蔚
山
港
の
外
港
に
あ
た
る
区
域
に

造
船
所
の
建
設
を
決
断
し
た
。
一
九
七

二
年
三
月
現
代
造
船
重
工
業
（
現
在
の

現
代
重
工
業
）
蔚
山
造
船
所
の
起
工
式

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ド
ッ
ク
を
建
設
し

な
が
ら
船
の
建
造
も
同
時
に
始
め
、
納

期
短
縮
を
図
っ
た
話
は
有
名
で
あ
る
。

そ
の
後
、
第
七
ド
ッ
グ
ま
で
増
築
し
、

現
代
重
工
業
は
一
九
八
三
年
に
は
建
造

量
で
世
界
ト
ッ
プ
の
造
船
メ
ー
カ
ー
に

躍
り
出
た
。
こ
の
他
に
も
現
代
グ
ル
ー

プ
の
多
く
の
系
列
会
社
が
蔚
山
に
集
積

し
た
結
果
、
一
九
九
二
年
に
は
現
代
系

列
会
社
二
三
社
で
蔚
山
全
体
の
従
業
員

数
の
五
八
％
、
製
造
業
生
産
額
の
五

二
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

　

蔚
山
は
現
代
グ
ル
ー
プ
創
業
者
家
族

の
政
界
進
出
の
足
が
か
り
も
作
っ
た
。

一
九
八
八
年
の
総
選
挙
に
、
鄭
周
永
の

六
男
で
現
代
重
工
業
の
最
大
株
主
で

あ
っ
た
鄭
夢
準
が
、
造
船
所
が
所
在
す

る
蔚
山
市
東
区
の
選
挙
区
か
ら
出
馬
し

て
当
選
し
た
。
以
後
、
鄭
夢
準
は
ソ
ウ

ル
に
選
挙
区
を
移
す
ま
で
五
期
連
続
当

選
を
果
た
し
た
。

●
工
業
都
市
の
帰
結
―
環
境
問
題

と
労
働
運
動
―

　

工
業
都
市
ゆ
え
に
、
蔚
山
は
一
九
八

〇
年
代
に
急
速
な
工
業
化
を
象
徴
す
る

社
会
問
題
の
舞
台
と
な
っ
た
。
ひ
と
つ

が
環
境
問
題
で
あ
る
。
蔚
山
工
業
団
地

周
辺
は
一
九
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
大
気

汚
染
が
問
題
化
し
て
い
た
が
、
一
九
八

〇
年
代
に
入
っ
て
さ
ら
に
深
刻
化
し
た
。

ま
た
石
油
化
学
と
並
ん
で
ア
ル
ミ
や
亜

鉛
な
ど
非
鉄
金
属
の
精
錬
工
場
や
パ
ル

プ
工
場
が
密
集
し
て
い
た
温
山
工
業
団

地
の
場
合
、
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
大

気
汚
染
と
並
ん
で
水
質
汚
染
も
深
刻
化

し
た
。
一
九
八
五
年
に
は
温
山
地
区
住

民
五
〇
〇
人
に
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
と
同

様
の
症
状
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
マ
ス
コ

ミ
で
「
温
山
病
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
こ
こ
で
の
公
害
対
策
の
特
徴
は
、

原
因
の
究
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

工
場
近
隣
の
住
民
を
政
府
が
移
住
さ
せ

る
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
政
府
は
財
政
支
出
に
加
え
て
立
地

企
業
に
も
一
部
費
用
を
負
担
さ
せ
、
一

九
八
六
年
か
ら
九
一
年
の
間
に
一
万
世

帯
以
上
の
住
民
に
補
償
金
を
与
え
て
移

住
さ
せ
た
。
移
住
後
の
土
地
は
工
業
用

地
に
転
用
さ
れ
た
と
さ
れ
、
政
府
は
公

害
問
題
の
解
決
よ
り
も
開
発
の
継
続
を

優
先
さ
せ
た
と
い
え
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
労
働
運
動
の
高
ま
り

で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
韓
国

で
は
民
主
化
運
動
と
共
鳴
し
て
労
働
運

動
も
高
揚
し
、
特
に
一
九
八
七
年
は

「
労
働
者
大
闘
争
」
と
呼
ば
れ
る
盛
り

上
が
り
を
み
せ
た
が
、
そ
の
中
心
地
と

な
っ
た
の
が
蔚
山
で
あ
っ
た
。
当
初
、

若
年
層
の
未
組
織
労
働
者
中
心
の
激
し

い
運
動
で
あ
っ
た
が
、
民
主
化
後
も
労

働
組
合
に
よ
る
組
織
化
さ
れ
た
闘
争
が

続
い
た
。
一
九
八
八
年
の
現
代
重
工
業

で
の
「
一
二
八
日
闘
争
」
が
典
型
的
な

例
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
に
は
蔚
山
市

内
で
労
働
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
る
事

業
所
は
わ
ず
か
一
〇
に
過
ぎ
な
か
っ
た

が
、
一
九
九
〇
年
に
は
二
〇
三
に
ま
で

増
加
し
、
組
合
員
組
織
率
は
六
〇
％
を

超
え
た
。
こ
れ
を
土
台
に
、
一
九
九
〇

年
代
に
入
る
と
蔚
山
市
の
基
礎
団
体
の

首
長
・
議
員
に
労
働
者
政
党
が
大
挙
進

出
す
る
こ
と
と
な
り
、
二
〇
〇
四
年
に

は
国
会
議
員
選
挙
の
地
方
区
で
初
め
て

議
席
を
獲
得
し
た
。

　

一
九
九
七
年
の
通
貨
危
機
以
降
、
大

企
業
は
労
働
組
合
員
な
ど
正
規
労
働
者

に
は
給
与
は
も
ち
ろ
ん
福
利
厚
生
で
も

手
厚
く
遇
す
る
一
方
で
採
用
は
最
小
限

に
と
ど
め
、
代
わ
っ
て
非
正
規
労
働
者

を
大
量
に
採
用
す
る
雇
用
方
針
を
と
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
少
数
の
優

遇
さ
れ
た
正
規
労
働
者
と
大
量
の
非
正

規
労
働
者
の
間
で
は
大
き
な
格
差
が
生

じ
、
労
働
者
の
間
で
も
亀
裂
が
生
じ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
蔚
山
で
も
二
〇
〇
〇

年
代
以
降
、
組
合
の
組
織
率
は
低
下
傾

向
に
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代

ま
で
の
韓
国
経
済
の
成
長
は
、
石
油
精

製
・
石
油
化
学
、
造
船
、
自
動
車
な
ど

重
化
学
工
業
製
品
の
輸
出
が
牽
引
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
蔚
山
は
好
景
気
に
沸
い
た
。

一
九
九
七
年
七
月
に
は
蔚
山
市
は
広
域

市
に
昇
格
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇

年
代
に
入
る
と
中
国
企
業
の
台
頭
や

ウ
ォ
ン
高
円
安
な
ど
に
よ
り
主
力
輸
出

商
品
の
輸
出
が
低
迷
し
、
蔚
山
に
も
長

期
不
況
の
影
が
忍
び
寄
っ
て
い
る
。
創

業
以
来
四
〇
年
、
人
員
整
理
を
実
施
し

て
い
な
か
っ
た
現
代
重
工
業
も
二
〇
一

二
年
一
〇
月
に
初
め
て
希
望
退
職
を
実

施
し
た
。
二
〇
一
五
年
初
に
は
大
々
的

な
リ
ス
ト
ラ
の
実
施
を
発
表
し
、
約
二

〇
年
ぶ
り
に
組
合
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ

も
復
活
し
た
。
蔚
山
は
こ
の
ま
ま
製
造

業
の
停
滞
と
共
に
沈
ん
で
い
く
の
で
あ

ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
競
争
力
の
回
復
あ

る
い
は
産
業
転
換
の
成
功
に
よ
っ
て
再

び
光
を
取
り
戻
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
あ
べ　

ま
こ
と
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）


